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１．地域支援推進委員会 

１）活動目的 

本学の教育・実践・研究機能を学外に開き、社会と連携・協力しながら、地域の保健医

療福祉に貢献する社会資源として活用できる生涯学習拠点として活動する。 

 

 ２）活動目標 

（１）赤十字施設ならびに実習施設など地域の保健医療施設と連携・協力し、専門職を

対象として、ニーズに合った生涯学習の機会を提供する。 

（２）廿日市市との包括協定を活かして、地域住民を対象として、ニーズに合った生涯

学習の機会を提供する。 

（３）教育ネットワーク中国・社会福祉協議会など外部関係団体との連携を図り、地域

住民のニーズにあった生涯学習の機会を提供する。 

（４）地域支援室活動を効果的・効率的に学内外へ広報する。 

（５）自治体と連携・協力し、地域住民の健康の保持増進に寄与するための健康学習と

支援体制の仕組みを作る。 

（６）地域支援活動の成果を評価する。 

 

３）構成員 

ヒューマンケアリングセンター長： 田村 由美 

地域支援室長兼委員長：水馬 朋子 

副委員長：中村 もとゑ 

委  員：宗内 桂、三輪 晃子、松本 陽子、亀石 知美、竹内 富貴、 

若林 彰子、松木 鈴枝 

 

２．活動実績 

新型コロナウイルス感染症の流行により、これまで対面での実施をとってきた各事業

の開催が一部中止となったが、動画サイト等を利用したオンラインでの開催により一定

の実績を残すことができた。 

１）専門職対象 

認定看護師教育課程 公開講座  開催：オンライン 

看護職のためのチームづくり研修会 開催：オンライン 

中四国地区赤十字関連施設・看護継続教育研修会 開催：オンデマンド 

  臨床指導者研修会  開催：オンライン 

２）地域住民対象    

 日本赤十字広島看護大学 公開講座  開催：オンデマンド 

 阿品台いきいき健康づくり   開催：対面 

  夢あじなプロジェクト   開催：対面 

  認知症サポーター養成講座   開催：対面＋オンライン 

 阿品地区救急法講習会 中止 

 健康フェスタinフジグランナタリー 中止 

廿日市市生涯学習フェスティバル 中止 

あいプラザまつり  中止（代替事業「廿日市市みんなの健康展」 開催：展示） 
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３）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

教育ネットワーク中国のシステムを活用し、看護系大学として他大学にないテーマの

提供と教育研究成果の還元を行った。 

また、廿日市市社会福祉協議会主催の認知症高齢者支援会議へ出席し、学生を対象とし

た認知症サポーター養成講座を実施することで、認知症に対する学習機会を確保した。 

 

４）活動の周知 

大学ホームページに年間計画を公開し、各事業の募集期間中は募集記事を掲載した。 

各事業は、参加を募集するチラシを、募集対象に合わせて広く配布した。専門職対象の

場合は、西日本の医療施設や看護系大学と中心に配布し、地域住民対象の場合は主に廿日

市市内の市民センターに配布した。 

また、広島県教育委員会「まなびナビひろしま」及び一般社団法人「教育ネットワーク

中国」のホームページに掲載を依頼してチラシが配布されていない施設や地域からの参

加を募った。 

 

 

３．全体評価 

１）事業 

コロナ禍において、開催時期や方法を模索し、開催方法をオンラインやオンデマンドに

変更し、参加が得られるよう企画を練り、一定の成果を得ることができた。 

また、一部事業の内容を見直し、近郊に各教育施設がある立地を活かした、学校防災に

係る新事業を令和4（2022）年度から開始する予定である。 

地域が少子高齢化する中で社会のニーズは変化しており、学外の組織との連携は重要

であることに変わりはない。廿日市市や地域の市民団体との連携による各種事業の開催

や参加を通じて、地域社会との連携や住民の健康増進に寄与することができた。 

 

２）次年度への課題 

オンライン開催における利点やノウハウを得ることができ、受講者アンケート調査に

おいても参加時間や場所移動を伴わないオンライン開催は好評であった。これまでの開

催方法ではかなわなかった、遠方居住の受講者を獲得することができたことも大きい。 

一方で、講師とのリアルタイムでの意思疎通を求める声もあるため、オンラインやオン

デマンドと対面の開催方法のメリットデメリットを検証し、今後はテレビ会議ツールを

活用した受講者と講師が意思疎通可能なオンライン配信での研修実施を検討したい。 
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４．各事業の報告 

１）専門職対象 

 

認定看護師教育課程 公開講座  

 

＜事業評価＞ 

コロナ禍における感染予防対策等の観点か

ら、オンラインでの研修を4回開催した。 

摂食嚥下障害の評価～スクリーニングの知識

と方法、包括的食支援の重要性と展望、摂食嚥下

障害における基礎訓練の方法・適応・禁忌、在宅

における摂食嚥下障害看護とリスク管理をテー

マとして行った。全国からの多職種を含め304名

の参加があった。アンケートの結果からは、テー

マに興味をもち参加された方が最も多く、参考

になったとする意見は 96％であった。感染予防

対策がとれ、遠方からでも視聴できて良いとい

う意見があった。オンデマンドなどの視聴も考

慮してほしいなどの要望があった。 

 

＜今後の課題＞ 

中四国地域における摂食・嚥下障害看護に関

する認定看護師の充実・稼働状況、特定行為研修

を組み込まないＡ課程の令和8（2026）年度での

廃止、これらを受けた受講希望者の減少等の状

況変化などの議論を重ねた結果、令和4（2022）

年度は休講とし、今後について検討していく。 

 

 

 

 

 

看護職のためのチームづくり研修会 

 

＜事業評価＞ 

コロナ禍における感染予防対策の観点から、「地域医療における多職種連携教育（IPE）」

というテーマで、グループセッションを取り入れたZoomオンライン研修会を開催した。 

参加者は19名、その年代構成は30歳代から50歳代と中堅からベテラン層が占めており、

職種構成は看護師が半数以上、職位においてはスタッフ看護師、教育担当、管理職と幅広い

職位の方が参加されていた。当初予定していた80名より大幅に下回った状況ではあったが、

臨床において日頃から多職種連携について何らかの問題意識をもっている方が関心を持っ

て参加されていたといえる。研修会の感想としては、「グループワークの手法が参考になっ

た」「ロールプレイでイメージしやすかった」「適度にディスカッションがあり、参加できて
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よかった」など、好意的なものが多かった。少人数であったことから、かえって参加者の積

極的な意見交換が促進されたものと考える。 

  

＜今後の課題＞ 

募集定員数80名に対して予定参加者数26名、

当日の欠席者が 7 名であり、最終参加者数は 19

名であったことから、テーマ選定やチラシの明記

方法等についての工夫（ディスカッションの有無

に関する内容等）が必要である。また、遠方であ

っても参加が簡便であるオンライン研修会への

取り組みは今後も求められるため、より参加しや

すい内容や運営方法の検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中四国地区赤十字関連施設・看護継続教育研修会 

 

＜事業評価＞ 

コロナ禍におけるコミュニケーション能力を高めるための教育方法をテーマとし、感染

対策として本年度もオンデマンド開催とした。応募は、チラシのQRコードもしくはメール

で受付け、申込者にメールで研修動画のURLを送信し、動画の視聴期間は2週間(1月24日

から2月6日)とした。 

オンデマンド型の研修は県をまたぐ移動や勤務調整の必要がないためコロナ感染者が増

加した時期ではあったが452名の参加が得られた。 

参加者の年代は、40代が最も多く、次いで50代、30代という結果であった。また、役職

ではスタッフが最も多く、次いで中間管理職の結果となった。例年、管理職の参加が多くス

タッフの参加が少ないことが課題であったが、本年度はスタッフの参加が多く比較的若い

役割演技のようす（Zoomオンライン） 
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世代にとってニーズがあるテーマを企画する

ことができた。 

研修終了後のアンケートの結果からは、テ

ーマに関心をもち参加された方が最も多く、

参考になったとする意見は76％であった。新

人や後輩の育成や学生指導に活かせるなどの

感想が得られた。オンデマンド研修の方法に

関しては、自分のペースで繰り返し視聴でき

る、研修会場に行かなくて済む、と回答され

た方が多かった。 

全体として当初の計画を超えた応募があ

り、好評のうちに終えることができた。 

 

＜今後の課題＞ 

参加者からの講師に対する評価も高く、今

回のテーマにおける継続研修を検討していき

たい。今後も ICT を活用し臨床が参加しやす

い研修方法や臨床のニーズに合った研修を企

画するとともに、参集型とオンデマンドの併

用など新たな取り組みについても検討してい

く。 

 

 

 

 

 

臨床指導者研修会 

―ポストコロナ時代の看護教育を学ぼう―  

 

＜事業評価＞ 

看護専門職として、だれもが、学生や新人看

護職員の指導に携わり、ロールモデルとなり、

コロナ禍においては、ことさらに、新人看護職

員を支援できる教育力が必要になってきた。 

そこで、令和3（2021）年度から、臨地実習

指導者の指導力向上や新人教育の質向上に寄

与することを目的に、臨床指導者研修会を開催

した。この臨床指導者研修会の受講により、看

護実践の場に軸足を置き、看護学生の実習指導

や現任教育に携わる指導者の指導力・教育力を

磨き、そのことが、現場の看護の質向上につな

がると考えている。本年度は、臨床指導役割の

ある人だけでなく、新人や後輩育成に携わる人
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など、だれでも受講できるプログラムとし、受講者は延べ213名であった。コロナ禍であっ

たため、全回Zoomオンラインによる研修であったが、毎回受講後のアンケートでは、概ね

満足の高い評価を得た。全課程を修了した9人には、修了証を発行した。 

 

＜今後の課題＞ 

募集から、開催までが短期間であり、十分な広報活動ができなかった。また、コロナ禍で、

すべての回をオンラインで実施したが、実習体験をリフレクションする演習については、ま

とまった人数が、配信を共有して受講する方法には適していなかった。次年度は、研修内容

を精錬すること、広報活動により、多くの参加者が得られるようにすることが課題である。 

 

 

 

 

 

２）地域住民対象 

 

日本赤十字広島看護大学 公開講座 

 

＜事業評価＞ 

「『アドバンス・ケア・プランニング』について考える」をテーマにWeb開催（オンデマ

ンド配信）で実施した。本年度は廿日市市との共催により、広報への掲示やチラシの配布で

協力を得た。また、広島県教育委員会「まなびナビひろしま」、教育ネットワーク中国ホー

ムページへの掲載、FMはつかいちでの告知放送も依頼した。 

応募はGoogleフォームとメールで受け付け、

申込者には視聴URLを送付し、2週間の期間限定

で公開した。なお動画は50分間であり、You tube 

に対象限定でアップした。視聴回数は 133 回で

あった。 

応募者数は97名、70%以上が女性であり、年代

は 60 代と 50 代で半数を占めていた。一方、20

代・20 歳未満の参加もあり、幅広い年代にとっ

て興味があるテーマであることがうかがえた。広

島市、廿日市市からの参加が多いものの、長崎県

を含む県外からもあった。ACPへの関心の高さも

あるが、多様な広報活動により効果的に周知でき

たこと、オンデマンドであったことも影響してい

ると考える。 

講座内容については 85%の方が理解できたと

答えていた。感想の多くは勉強になったなど好評

であり、「自らのことを含め、大切な人と話し合

う必要性を強く感じることができた」と今後のこ

とを考えるきっかけとなっていた。一方で介護

職・看護職であると思われる感想も複数あり、も
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う少し詳しい説明を望むなど、レディネスに差があることがうかがえた。 

アンケート回収率は 34％であり、昨年のオン

デマンド開催と比較しても低い。アンケートへの

協力依頼方法（リマインドなど）の工夫が必要で

ある。 

昨今のオンデマンド研修の増加により参加者

も慣れてきておられるためか、トラブルもなくス

ムーズな運営ができた。オンライン研修への反応

もおおむね好評であった。目標参加者 30 名に対

し、97名の参加を得たこと、参加者の反応から、

目標は達成したと判断する。 

 

＜今後の課題＞ 

時間を気にせず、遠方からも参加しやすいオン

ライン研修へのニーズは高いため、今後も継続し

たい。課題として、直接講師に質問ができるよう

な体制（Zoom,E-mail）の工夫や周知、他者との

意見交換も視野に入れた研修方法の工夫が必要

である。加えてアンケートの回収率が低いため、

Google フォームでのアンケートへの依頼方法の

工夫も必要である。 

運営については、応募受付、公開準備、視聴回

数のカウント方法など、過去2回のオンデマンド

研修で出てきた様々な課題についてこれまでの

担当者からの助言を参考とすることで、とてもス

ムーズに実施できた。  

目標参加者 30 名に対し、64 名の参加を得たこ

と、参加者の反応から、目標は達成したと判断す

る。 

 

 

 

 

 

阿品台いきいき健康づくり講座 

 

＜事業評価＞ 

本年度も阿品台市民センターが共催し、本学の教員が健康づくりに関連した事業を行っ

た。テーマを「フレイルを予防して 心はつらつ！」とし、高齢者にとって予防が必要なフ

レイルについて体系的に理解し、自分のこれまでの生き方を振り返り、日ごろから留意する

行動や日常的に実施できる体操をこうしてほしい」を考える内容とした。この中で、もしも

のための心がまえをしておく必要性、家族と話し合う大切さについて改めて考える機会と

なったなどの感想が聞かれた。高齢社会への対応を地域で考える機会にもなった。コロナ禍

広 島 県 教 育 委 員 会 ホ ー ム ペ ー ジ

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/man
abi/［2022/1/11閲覧・抜粋］ 

教育ネットワーク中国ホームページ

https://www.enica.jp/workshop/index.html
［2022/1/11閲覧・抜粋］ 
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の中、人数制限をして35名の参加があった。 

 

＜今後の課題＞ 

本年度も阿品台市民センターを開催場所とし、共

催で実施することができた。昨年度募集した研修の

うち 2 番目に希望の多かったテーマで実施した。コ

ロナ禍で外出制限があったため、講座への関心は高

かった。今後も、地域住民のニーズに応じたテーマ

を取り入れながら、阿品台市民センターと協働して

地域住民の健康管理・保持増進に係る事業を継続す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

夢あじなプロジェクト 

 

＜事業評価＞ 

夢あじなプロジェクトは、廿日市市阿品台コミュニティとの協働プロジェクトであり、阿

品台地区における健康増進や維持に着目し、様々な取り組みを行っている。 

本年度は、「夢あじなプロジェクト：ソーシャルキャピタルコーディネーター養成講座 

情報交換会」を、10月15日（金）に実施し、11名の参加があった。内容は、「地域でソー

シャルキャピタルコーディネーターとして活動する中で、コロナ禍での活動の様子や困っ

たこと、コロナ収束後の活動について考えていること」について情報交換を行った。 

コロナ禍のため、住民の交流の機会が少なくなっており、活動の場もあまりない。その中

で、コーディネーターのメンバーは、地域住民の健康状況が悪化しないよう、感染予防をし

ながら声かけなどをする必要性を確認した。今後、活動がさらに継続することが期待される。 

また、保健師教育課程の学生が、コロナ禍で実習期間が削減されたことに伴い、夢あじな

プロジェクトのメンバーから、活動の紹介や意見交換を行い、実習の代替を行った。これに

より、公衆衛生における地域組織活動の実践の場で体験を通して活動方法の理解を深め、保

健師の役割を検討することができた。 

講座のようす 
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＜今後の課題＞ 

今後も本学と廿日市市阿品台のコミュニティと協働しながら、取り組んだ活動の報告や

健康に関連した課題について共有する場を積極的に設け、セルフケアとソーシャルキャピ

タル醸成（信頼ある見守り）に取り組んでいきたい。また、世代の異なる住民と学生が交流

を積極的に図ることで地域の活性化等にもつなげていきたい。 

 

 

 

 

 

阿品地区救急法講習会 

 

＜事業評価＞ 

 2 月 19 日に阿品地区の防災訓練の一貫として、阿品地区コミュニティをすすめる会と共

催で救急法講習会を実施予定であった。講習会に向け感染対策の方法や学生ボランティア

の参加について担当者で検討をしていたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、広島

県でまん延防止等重点措置が適用されたため、施設の利用停止を受け中止となった。 

 

＜今後の課題＞ 

令和2（2020）年度の開催において、参加者の7割は高齢のため膝や肩の痛みがあり、和

室に座って実施する方法が難しい方が多かった。立ったままでも心肺蘇生ができるような

工夫が必要である。感染症対策の面においては密閉・密集・密接を避ける方法を検討し、今

後は学生ボランティアの参加を再開させていく。 

 

 

健康フェスタinフジグランナタリー 

 

＜事業評価＞ 

本年度は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、中止となった。 

 

＜今後の課題＞ 

地域住民のニーズを把握し、開催された場合は、安心して、参加しやすい方法を検討して

いきたい。 

 

 

廿日市市生涯学習フェスティバル 

 

＜事業評価＞ 

本年度は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、中止となった。 

 

＜今後の課題＞ 

事業が再開となった際は、主催者と連携して感染拡大を予防しながら参加する。 
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あいプラザまつり 

 

＜事業評価＞ 

本年度は新型コロナウイルス感染症の流行

に伴い、あいプラザまつりは中止となったが、

代替案として、企画展示「廿日市市みんなの健

康展」に参加した。地域の病院に勤務する認定

看護師2名と教員で「おいしく食べ続けるため

に」と題したパネル展示を行った。 

 

＜今後の課題＞ 

感染対策は行いながら、ニーズをもとに、地

域住民が安心して参加できる企画とする。より

分かりやすくできるような工夫をしていく。 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養成講座 

 

＜事業評価＞ 

 認知症サポーター養成講座は、認知症を正しく理解し、だれもが安心して暮らせる街づく

りのために、ボランティアの視点から支援できるようになろうという目的で本学 1 年生中

心に全学生も対象として開催した。学務ポータル、SNS等で参加を呼びかけた結果、参加者

は学生59名、教員5名、職員3名、合計67名であった。本年度は、新型コロナ対策のまん

延防止等重点措置期間であるため、リモート（オ

ンライン）の参加や席を離して座るなど感染対

策をとって行った。講座は、講師として廿日市市

キャラバン・メイトのメンバーを講師に迎え、内

容は「①認知症養成講座とは ②認知症サポー

ターの活動内容 ③認知症の基礎知識 ④認知

症の人の内的世界を理解する事例演習、⑤アン

ケート記入」であった。アンケートでは、「認知

症と一概に言ってもいろいろ種類があり、ひと

まとめにはできないと思った。」、「1人の人とし

てきちんとケアをしていかなければいけないな

と思った。」、「困っている様子の高齢者の方がい

たら、様子を見て声をかけてみるようにする。」、

「認知症を理解できる人を増やしていく」など

知識を深めかつ意欲的な感想であった。参加者

全員に対し、認知症サポーターの印であるオレ
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ンジリングが授与され、「認知症サポーターカード」を交付した。講座への参加によって、

認知症への理解を深め、実際の地域での支援へと繋げてほしいという当初の目的は達成さ

れたといえる。 

 

＜今後の課題＞ 

1 年生を主たる対象としながらも、より多

くの学生・院生・教職員が参加できる開催日

時を調整する必要がある。また、コロナ禍に

おいても参加しやすいよう、複数の手段での

周知と参加方法を工夫して、参加を促してい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

３）学外組織との連携協力による教育研究の推進 

 

認知症高齢者支援会議 

 

＜事業評価＞ 

廿日市市社会福祉協議会主催の会議が隔月で行われている。参加団体は廿日市市（高齢介

護課、健康推進課、地域包括支援センター）、廿日市市認知症の人と家族の会、廿日市市大

野認知症の人と家族の会、認知症になっても安らぎのある廿日市市をつくる市民の会、廿日

市高齢者支援センター、日本赤十字広島看護大学、老人クラブ連合会、廿日市市社会福祉協

議会であり、はいかいSOSネットワーク、はいかい高齢者家族支援サービス、認知症サポー

ター養成講座、認知症関連の講演会の企画実施など幅広く活動している。 

本学で実施した認知症サポーター養成講座は１年生を主な対象として 65 名が参加した。

認知症サポーター養成講座にはキャラバン・メイトの方を講師に派遣していただき、有意義

な学習の機会を得ることができた。 

 

＜今後の課題＞ 

看護大学の有する人的資源とこの会議の事業とのマッチングを進めていくことが引き続

き課題である。過去の事例からすると、学内で開催する認知症サポーター養成講座を受講し

た学生は、認知症カフェにおけるボランティア活動に参加するなど、一つの経験から積極性

が生まれることが多いので、学生に地域の活動を紹介し、参加勧奨する。 

 

 

 

 

 

対面会場の講座のようす 
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若い世代の担い手づくり ボランティア応援会議 

 

＜事業評価＞ 

本年度は、廿日市市社会福祉協議会と学生の連繋のもとに本会議は行われており、地域支

援室としての参加はなかったため、事業評価は見送りとしたい。 

 

＜今後の課題＞ 

廿日市市社会福祉協議会も主体が学生であるため、コロナ禍での会議運営を模索中であ

り、応援会議運営方針の決定を待つことになる。 

 

 

 

 

 

廿日市市学校防災プロジェクト 

 

＜事業評価＞ 

 早稲田大学人間科学学術院との間で「学校防災プロジェクトに関する協定」を締結（令和

3年3月22日）したことを契機に、令和3年4月に学内に新たに「廿日市市学校防災プロ

ジェクト」を設置し、防災教育プログラムの開発について研究を進めるほか、防災対策にお

ける地域貢献について取り組むこととしている。 

 本年度は、廿日市市教育委員会と連携し、廿日市市立小学校３校において「児童の防災意

識に関するアンケート調査」を行い、児童の防災意識の現状についてまとめたところである。 

 また、小学校・中学校で実施している防災教育の現状を把握するため小学校4校、中学校

１校の授業参観を行うとともに、小学校の防災教育として本学の出前授業を行ったところ

である。 

 この他、廿日市市が実施している防災事業を調査し、地域防災の現状について把握したと

ころである。 

 

＜今後の課題＞ 

 引き続き、小学生、中学生の防災意識を分析することにより、早稲田大学と連携した防災

教育プロクラムの開発に取り組むとともに、引き続き防災教育の出前授業を行うなど、小中

学校の防災教育の充実に向けた支援を行う。 

 中・長期的には廿日市市、地域自主防災組織等と連携した地域住民の防災対策への地域貢

献の方向性についても検討を進める。 
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中高生対象出前授業（担当：広報・学生募集委員会） 

 

＜事業評価＞ 

例年近隣の中学校・高校から依頼があるが、本年度はコロナ禍のためなかった。 

模擬授業は、2校（島根県高等学校1校、山口県高等学校1校）実施した。 

 

＜今後の課題＞ 

高校の教員からの需要もあることから、次年度は来場型での開催を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

学内教員の社会活動 

 

田村由美（2021）．理事．日本赤十字看護学会．編集委員会委員長． 

田村由美（2021）．理事．教育ネットワーク中国． 

田村由美（2021）．理事．広島県放射線被曝者医療国際協力推進協議会． 

田村由美（2021）．委員．廿日市市保健福祉審議会. 

田村由美（2021，1-6）．委員．廿日市市総合計画審議会． 

田村由美（2021）．非常勤講師．「多職種協働・地域連携持論」，湘南医療大学大学院，横浜

市．（Web＋対面） 

田村由美（2021，4）．講師．Zoomによるオンラインセミナー～With After COVID－19に立

ち向かうWOCケア～」，Web開催． 

田村由美（2021，5）．講師．廿日市市介護支援専門員連絡協議会，廿日市市． 

田村由美（2021，6）．非常勤講師．「早期体験学習 IPW講座」，神戸薬科大学，神戸市． 

田村由美（2021，6）．講師．「新しいチーム医療 研修会」，広島市立リハビリテーション病

院，Web開催． 

田村由美（2021，7）．座長．第22回日本赤十字看護学会シンポジウムⅡ「防災・減災のた

めに看護は何ができるのか」，Web開催． 

田村由美（2021，8）．講師．「令和3年度岩手県看護教員スキルアップ研修会」，岩手県看護

協会，盛岡市． 

田村由美（2021，9）．講師．「訪問看護指導者育成プログラム（ステップ２）」，滋賀県看護

協会，Web開催． 

田村由美（2021，10）．講師．「看護におけるリフレクション」，広島県看護協会，広島市． 

田村由美 (2021,11).  講師.「看護におけるリフレクションの意義と活用」，広島赤十字・

原爆病院，Web開催． 

田村由美（2021，12）．講師．「組織強化研修会」，広島県看護協会三次・庄原支部，三次市． 

田村由美（2021，12）．シンポジスト．令和 3 年度施設代表者等研修会，広島県看護協会，

広島市． 

村田由香（2021)．委員．廿日市市総合計画審議会委員. 

村田由香（2021)．委員．廿日市市男女共同参画推進懇話会委員. 

村田由香 (2021)．委員．看護生涯教育・研修センター会議委員, 広島県看護協会.  
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村田由香 (2021)．委員．倫理審査委員会委員長, 広島県看護協会. 

村田由香（2021)．委員．看護教育カリキュラム委員会，日本赤十字学園． 

村田由香（2021)．専任査読委員．日本赤十字看護学会． 

村田由香（2021)．専任査読委員．日本看護管理学会 

村田由香（2021)．評議員．日本看護管理学会． 

村田由香（2021)．評議員．日本赤十字看護学会. 

村田由香（2021)．企画委員．第42回日本看護科学学会学術集会． 

村田由香（2021，6,11)．講師．認定看護管理者ファ―ストレベル教育課程 第1.2期 組

織管理論Ⅰ，広島県看護協会，Web開催．  

村田由香（2021，8)．講師．リーダーシップⅡ・Ⅲ合同研修 日本赤十字和歌山医療センタ

ー，Web開催． 

村田由香（2021，8)．講師．新人看護職員研修事業（実地指導者研修） 山口県看護協会，

防府市. 

村田由香（2021，8)．講師．リーダーシップⅠ研修会，中電病院，広島市． 

村田由香（2021，8)．講師．リーダーシップⅡ研修会，中電病院，広島市． 

村田由香（2021，8)．講師, 認定看護管理者ファーストレベル教育課程,看護記録,日本赤十

字社幹部看護師研修センター，Web開催． 

村田由香（2021，9)．講師．保健師助産師看護師実習指導者講習会 オンライン研修，広島

県看護協会，Web開催． 

村田由香（2021，11)．講師．認定看護管理者ファーストレベル教育課程 第1.2期 組織

管理論Ⅰ，広島県看護協会，広島市． 

村田由香（2021，12)．講師．師長研修会,広島市立広島市民病院． 

百田武司（2021）．理事長．日本脳神経看護研究学会． 

百田武司（2021）．委員長．日本脳神経看護研究学会社会貢献・広報． 

百田武司（2021）．会長．日本脳神経看護研究学会広島地方部会． 

百田武司（2021）．委員．日本脳神経看護研究学会編集委員会． 

百田武司（2021）．査読委員．日本脳神経看護研究学会． 

百田武司（2021）．理事．日本ニューロサイエンス看護学会． 

百田武司（2021）．社員．一般社団法人看護系学会等社会保険連合（加盟学会：日本ニュー

ロサイエンス看護学会）． 

百田武司（2021）．査読委員．日本ニューロサイエンス看護学会． 

百田武司（2021）．理事．特定非営利活動法人日本脳神経外科救急学会． 

百田武司（2021）．副幹事．特定非営利活動法人日本脳神経外科救急学会編集委員会． 

百田武司（2021）．社員（代議員）．公益社団法人日本看護科学学会． 

百田武司（2021）．和文誌専任査読委員．公益社団法人日本看護科学学会． 

百田武司（2021）．代議員．一般社団法人日本老年看護学会． 

百田武司（2021）．査読委員．一般社団法人日本老年看護学会． 

百田武司（2021）．代議員．一般社団法人日本認知症ケア学会． 

百田武司（2021）．副会長．日本認知症ケア学会広島県認知症ケア専門士会． 

百田武司（2021）．評議員．一般社団法人日本看護学教育学会． 

百田武司（2021）．専任査読者．一般社団法人日本看護学教育学会． 

百田武司（2021）．専任査読委員．一般社団法人日本看護研究学会． 

百田武司（2021）．委員．中国・四国地方会運営委員会，一般社団法人日本看護研究学会． 
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百田武司（2021）．委員．中国・四国地方会学術委員会，一般社団法人日本看護研究学会． 

百田武司（2021）．査読委員．一般社団法人日本災害看護学会． 

百田武司（2021）．講師． JR広島病院看護部，広島市． 

百田武司（2021，１）．保健医療班（健康管理）．広島県新型コロナウイルス感染症軽症者等

宿泊療養施設． 

百田武司（2021，1-3）．委員．廿日市市介護認定審査会． 

百田武司（2021，1-3）．評議員．学校法人日本赤十字学園． 

百田武司（2021，2-12）．代議員．一般社団法人日本災害看護学会．  

百田武司（2021，2）．座長．第8回ニューロサイエンス看護学会学術集会 一般口演１，Web

開催． 

百田武司（2021，4-12）．委員長．広島市高齢者虐待防止ネットワーク事業 西区運営委員会． 

百田武司（2021，5-12）．監修．かんテキチャンネル動画コンテンツ「脳神経編」，メディカ

出版． 

百田武司（2021，7-12）．委員．第42回日本看護科学学会学術集会企画委員会． 

百田武司（2021，6-7）．看護師．宮島ワクチン推進チーム（宮島旅館組合・宮島町商工会・

宮島観光協会）ワクチン職域接種． 

百田武司（2021，8-10）．看護師．廿日市市新型コロナワイルスワクチン大規模集団接種． 

百田武司（2021，10）．講師．広島県保健師助産師看護師実習指導者講習会，広島県看護協

会，広島市． 

Capper, S. (2021, 1-12). Member-at-large. Hiroshima Chapter, JALT (The Japan 

Association for Language Teaching), Hiroshima. 

Capper, S. (2021, 1-12). Adjunct Professor. Hiroshima Shudo University, Hiroshima. 

Capper, S. (2021, 1-12). Executive Director. JANET (Japan Association for Nursing 

English Teaching), Fukuoka. 

Capper, S. (2021, 1-12). Membership Chair, JANET (Japan Association for Nursing 

English Teaching), Fukuoka. 

矢野博史（2021，6）．講師．広島大学病院看護部研修会，広島大学病院，広島市． 

矢野博史（2021，7）．講師．広島赤十字・原爆病院実地指導者研修会，広島赤十字・原爆病

院，広島市． 

矢野博史（2021，9）．講師．令和3年度山口県新人看護職員研修（教育担当者）研修会，山

口県看護協会，防府市． 

矢野博史（2021，10）．講師．山口大学医学部附属病院看護部研修会，山口大学医学部附属

病院，宇部市． 

朝原秀昭（2021，9-12）．非常勤講師．臨床医学各論IV，山陽女子短期大学，廿日市市． 

朝原秀昭（2021）．委員．認知症高齢者支援会議，あいプラザ，廿日市市． 

朝原秀昭（2021）．委員．認知症初期集中支援チーム検討委員会，廿日市市役所，廿日市市． 

川西美佐（2021）．評議員．日本赤十字看護学会． 

川西美佐（2021）．歴史研究委員．日本赤十字看護学会歴史研究委員会． 

川西美佐（2021），プロジェクトメンバー．一般社団法人日本私立看護系大学協会シミュレ

ーション教育教材開発事業プロジェクト． 

川西美佐（2021，10，11）．非常勤講師．広島県立広島皆実高等学校専攻科，広島市． 

川西美佐（2021，2，4，6）．講師．看護研究指導，松江赤十字病院，松江市． 

川西美佐（2021，10，11）．助言者．令和3年度広島県保健師助産師看護師実習指導者講習
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会，広島市． 

今井多樹子（2021）．編集委員会委員．日本看護研究学会． 

今井多樹子（2021）．専任査読者．日本看護学教育学会． 

今井多樹子（2021）．専任査読委員．日本看護科学学会． 

今井多樹子（2021）．専任査読委員．日本質的心理学会． 

今井多樹子（2021）．査読者．インターナショナル看護哲学研究会 論文誌「キャリアと看護

研究」． 

今井多樹子（2021）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 呉医療センター．呉

市． 

今井多樹子（2021）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 呉医療センター附属

呉看護学校．呉市． 

今井多樹子（2021）．講師．看護研究指導．独立行政法人国立病院機構 東広島医療センター．

東広島市． 

今井多樹子（2021，1-6）．講師．看護研究指導．広島県看護協会・広島北支部．広島市． 

渡邊智恵（2021）．災害看護専門分科会副委員長．日本看護系大学協議会専門看護師教育課

程認定委員会災害看護専門分科会． 

渡邊智恵（2021）．理事．日本災害看護学会． 

渡邊智恵（2021）．代議員．日本災害看護学会． 

渡邊智恵（2021）．企画委員．日本災害看護学会第23回年次大会．Web開催 

渡邊智恵（2021）．企画委員．日本災害看護学会第24回年次大会．  

渡邊智恵（2021）．委員．日本災害看護学会 看護教育活動委員会． 

渡邊智恵（2021）．委員長．日本災害看護学会 募金活動委員会． 

渡邊智恵（2021）．委員．日本災害看護学会 ネットワーク活動委員会． 

渡邊智恵（2021）．委員．日本災害看護学会 用語検討委員会． 

渡邊智恵（2021）．査読委員．日本災害看護学会第23回年次大会． 

渡邊智恵（2021）．査読委員．日本災害看護学会． 

渡邊智恵（2021）．査読委員．日本赤十字看護学会． 

渡邊智恵（2021）．理事．世界災害看護学会． 

渡邊智恵（2021）．座長．災害看護セミナー，COVID-19感染症の教訓から学ぶ新興感染症へ

の備え，Web開催 

渡邊智恵（2021）．講師．被災者心理の基礎的理解，社会福祉士会 災害救援活動者養成研

修会．広島市． 

渡邊智恵（2021）．災害看護学，横浜市立大学，横浜市．  

渡邊智恵（2021）．講師．災害看護活動論，聖カタリナ大学，松山市． 

渡邊智恵（2021）．講師．災害看護学，西九州大学，小城市． 

渡邊智恵（2021）．講師．認定看護管理者セカンドレベル教育，広島県看護協会，広島市． 

渡邊智恵（2021）．講師．認定看護管理者サードレベル教育，広島県看護協会，広島市． 

奧村ゆかり（2021，4-12）．全国助産師教育協議会中国・四国地区長, 全国助産師教育協議

会． 

奧村ゆかり（2021，4-12）．日本助産学会専任査読者, 日本助産学会． 

奧村ゆかり（2021，1-12）．日本母性看護学会評議員, 日本母性看護学会． 

奥村ゆかり（2021，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

奧村ゆかり（2021，9）．講師．新人助産師集合研修，広島県看護協会，広島市． 
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奧村ゆかり（2021，12）．講師．新人助産師集合研修，広島県看護協会，広島市． 

奥村ゆかり（2021，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

山村美枝（2021,6）．シンポジスト．日本小児看護学会第31回学術集会，オンライン． 

山村美枝（2021）．専門委員．廿日市市福祉保健審議会児童福祉専門部会，廿日市市福祉保

健部，廿日市市． 

山村美枝（2021）．評価員．日本看護学教育評価機構． 

山村美枝（2021）．理事，評議員．国際ケアリング学会． 

山村美枝（2021）．専任査読者．日本小児看護学会． 

山村美枝（2021）．専任査読委員．日本赤十字看護学会． 

山村美枝（2021）．専任査読委員．日本小児保健協会． 

中信利恵子（2021）．講師．看護科研修会 看護研究サポートプロジェクト，広島県厚生農

業共同組合 連合会廣島総合病院，廿日市市． 

中信利恵子（2021，6）．講師．記念講演，令和3年度（第53回）全国看護高等学校研究協

議会 中国ブロック会研究協議会，全国看護高等学校研究協議会中国ブロック会・広島県高

等学校教育研究会看護部会，Web開催． 

中信利恵子（2021）．査読委員．高知女子大学看護学会． 

中信利恵子（2021）．査読委員．日本災害看護学会． 

中信利恵子（2021）．和文誌専任査読委員．日本看護科学学会． 

中信利恵子（2021）．評議員．日本慢性看護学会． 

中信利恵子（2021）．代議員．日本災害看護学会． 

中信利恵子（2021）．メンバー．ネットワーク活動調査調整部，日本災害看護学会． 

中信利恵子（2021）．代表．SIG災害がん看護（特別関心活動グループ），日本がん看護学会． 

戸村道子（2021，2）．講師．公開講座，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

戸村道子（2021）．委員．心の健康づくり委員会，健康はつかいち21推進協議会，廿日市市． 

水馬朋子（2021，1-12）．評議員．一般社会法人日本看護学教育学会． 

水馬朋子（2021，1-12）．組織拡大委員長・選出理事．日本医学看護学教育学会． 

水馬朋子（2021，1-12）．査読委員．日本医学看護学教育学会． 

水馬朋子（2021，1-12）．委員．広島県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会． 

水馬朋子（2021，1-12）．委員．健康たけはら21推進委員会．竹原市保健センター，竹原市. 

水馬朋子（2021，1-12）．委員．竹原市食育推進行動計画検討委員会．竹原市保健センター，

竹原市． 

水馬朋子（2021，1-12）．委員．令和3年度専任教員継続研修実務者会議．広島県看護協会，

広島市． 

水馬朋子（2021，1-12）．委員．廿日市市建築審査会，廿日市市役所，廿日市市． 

水馬朋子（2021，2）．講師．市町専門職等のスキルアップのための研修会，広島県国民健康

保険連合会会館，広島市． 

水馬朋子（2021，3）．講師．保健師人材育成に係るキャリアレベル別研修，中区地域福祉セ

ンター，広島市． 

水馬朋子（2021，1）．非常勤講師．地域母子保健，県立広島大学助産学専攻科，Web 開催． 

水馬朋子（2020，9-10）．非常勤講師．公衆衛生Ⅰ，呉市医師会看護専門学校，呉市． 

丸山愛子（2021，4-9）．非常勤講師．幼児心理学，広島大学教育学研究科，東広島市． 

丸山愛子（2021，10-12）．非常勤講師．教育心理学，広島市立大学，広島市． 

丸山愛子（2021，7）．講師．高校内ガイダンス（看護職の職業理解のための説明会），瀬戸
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内高等学校，広島市． 

丸山愛子（2021，11）．講師．令和3年度子育てサポーター養成講座．山崎本社みんなのあ

いプラザ，廿日市市． 

丸山愛子（2021）．委員．廿日市市事業評価監視委員会，廿日市市役所，廿日市市． 

中村敦子（2021，1-12）．講師．岩国市子育て推進班事業，ベビーマッサージ，岩国市． 

中村敦子（2021，1-12）．事務局．中四国M-GTA研究会，広島市． 

中村敦子（2021，4-12）．委員．日本私立看護系大学協会，国際交流委員会，千代田区． 

中村敦子（2021，4-12）．講師．看護研究サポート，広島県看護協会，廿日市市． 

中村敦子（2021，4-12）．専任査読者．日本助産学会，荒川区． 

中村敦子（2021，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

中村敦子（2021，4）．議長．一般社団法人広島県助産師会総会，広島市． 

中村敦子（2021，9）．講師．社会福祉法人岩国市社会福祉協議会，子育て応援教室，岩国市． 

中村敦子（2021，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

大西ゆかり（2021，5）．講師．日本リンパ浮腫治療学会第2回JSLT教育セミナー，Web開

催． 

大西ゆかり（2021，8）．当番世話人．第4回日本リンパ浮腫治療学会四国地方会，Web開催． 

大西ゆかり（2021，12）．講師．日本がん看護学会第2回SIGリンパ浮腫ケアグループ学習

会，Web開催． 

大西ゆかり（2021）．査読委員．高知女子大学看護学会． 

大西ゆかり（2021）．査読委員．日本がん看護学会． 

大西ゆかり（2021）．査読委員．高知女子大学看護学会． 

大西ゆかり（2021）．第36回日本がん看護学会学術集会査読委員．日本がん看護学会． 

大西ゆかり（2021）．第51回日本看護学会-在宅看護-論文選考委員．日本看護協会． 

大西ゆかり（2021）．世話人．日本リンパ浮腫治療学会四国地方会． 

大西ゆかり（2021）．代表．SIGリンパ浮腫ケア（特別関心活動グループ），日本がん看護学

会． 

大西ゆかり（2021）．代議員．日本がん看護学会． 

大西ゆかり（2021）．生活指導検討ワーキンググループメンバー．厚生労働省後援「新リン

パ浮腫研修」． 

山本浩子（2020）．委員．廿日市市地域包括支援センター運営協議会，廿日市市． 

中村もとゑ（2021，8）．実行委員会委員．第26回日本在宅ケア学会学術集会，広島市． 

中村もとゑ（2021，8-9）．看護師．廿日市市新型コロナウイルスワクチン大規模集団接種． 

松原みゆき（2021)．アドバイザー．広島西医療圏訪問看護推進協議会，廿日市市． 

松原みゆき（2021)．委員．健康はつかいち21推進協議会，廿日市市． 

松原みゆき（2021)．委員．広島県看護協会 在宅医療の人材（訪問看護師)確保のための推

進事業検討委員会，広島市． 

松原みゆき（2021)．委員．広島県看護協会 地域中核病院から訪問看護ステーションへの

訪問看護出向事業運営会議，広島市． 

松原みゆき（2021)．JA広島総合病院 地域医療支援病院諮問委員，廿日市市． 

松原みゆき（2021）．第26回在宅ケア学会学術集会企画委員，広島市． 

宗内桂（2021，5-12）．支部役員幹事（教育担当）．公益社団法人広島県看護協会廿日市支部． 

宗内桂（2021，9-12）．編集委員．日本赤十字看護学会編集委員会． 

髙田洋介（2021）．ASEAN災害医療連携強化プロジェクト国内支援委員会委員.独立行政法人
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国際協力機構. 

Yosuke TAKADA（2021）．Peer Reviewer. WHO guidance on research methods for health 

emergency and disaster risk management. Geneva: World Health Organization. 

渡邉聡美（2021，1-6）．幹事．広島県看護協会廿日市支部，廿日市市． 

渡邉聡美（2021，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

竹倉晶子（2021）．委員．廿日市市学校給食センター運営会議，廿日市市教育委員会，廿日

市市． 

木下真吾（2021，8-12）．社会貢献委員．公益社団法人日本看護科学学会 

木下真吾（2021，9-12）．編集委員．日本赤十字看護学会 

木下真吾（2021，10-12）．査読委員．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2021，1-3）．事務局長．第47回日本脳神経看護研究学会（誌上、一部Web開催）． 

木下真吾（2021）．社会貢献・広報委員．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2021）．庶務担当．日本脳神経看護研究学会． 

木下真吾（2021，5-12）．講師．かんテキチャンネル動画コンテンツ「脳神経編」，メディカ

出版． 

木下真吾（2021，10-11）．講師．第34回 脳神経看護教育セミナー ―オンライン開催（新

人～中堅看護師向け）―「脳卒中再発予防の患者教育」，日本脳神経看護研究学会広島地方

部会． 

木下真吾（2021，7）．看護師．宮島ワクチン推進チーム（宮島旅館組合・宮島町商工会・宮

島観光協会）ワクチン職域接種． 

木下真吾（2021，8-10）．看護師．廿日市市新型コロナワイルスワクチン大規模集団接種． 

木村幸生（2021）．ボランティア．メンタルヘルス・食品衛生管理，社会福祉法人交響，広

島市． 

松本陽子（2021）．査読委員．全国看護管理・教育・地域ケアシステム学会． 

古賀聖典（2021）．委員．日本災害医学会学生部会支援委員会，日本災害医学会． 

古賀聖典（2021，8）．講師．広島県看護協会災害支援ナース実務編，広島県看護協会，広島

市． 

古賀聖典（2021，9）．講師．令和3年度管内保健活動連絡会議研修会，廿日市市役所，廿日

市市． 

古賀聖典（2021，11）．助言者．福祉避難所開設訓練振り返り会，廿日市市役所，廿日市市． 

古賀聖典（2021，12）．委員．健康ひろしま21圏域計画推進ワーキングチーム，広島県西部

保健所，廿日市市． 

原田裕子（2021，11）．講師．廿日市市 みんなの健康展，あいプラザ，廿日市市． 

川畑貴寛（2021，7-12）．企画委員．第42回日本看護科学学会学術集会． 

篠原謙太（2021，9）．講師．広島県看護協会研修，福山市． 

篠原謙太（2021）．専任査読委員．日本腎不全看護学会． 

是澤あずさ（2021，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

亀石知美（2021，4）．講師．大学生に対する性教育，日本赤十字広島看護大学，廿日市市． 

亀石知美（2021，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

水兼香与（2021）．運営委員．日本ＡＬＳ協会広島県支部． 

山本知世（2021）．看護師．新型コロナウイルスワクチン大規模接種会場，廿日市市． 

山本知世（2021）．看護師．新型コロナウイルス感染症の軽症者等宿泊療養施設，広島県看

護協会． 
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竹内富貴（2021，11）．要介護高齢者に関わる口腔健康管理推進検討会議委員．広島県歯科

衛生連絡協議会，広島市． 

竹内富貴（2021，10）．講師．廿日市市みんなの健康展，あいプラザまつり実行委員会，廿

日市市． 

伊藤渚未（2021，10）．講師．中学生に対する性教育，岩国市立平田中学校，岩国市． 

伊藤渚未（2021，12）．講師．新人助産師集合研修，広島県看護協会，広島市． 


